
（１） ２０１９年（令和元年）７月４日 第１８号  

東
教
育
財
団
で
は
、
六
月
十
四
日
に

評
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成
三
十
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
を
審
議
す
る
と

と
も
に
、
同
日
付
け
で
任
期
満
了
と
な

る
評
議
員
、
理
事
及
び
監
事
の
選
任
替

え
を
行
い
ま
し
た
。 

 

    

 

   

    

  評
議
員
会
が
財
団
の
重
要
事
項
の
決

議
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
構
成

員
で
あ
る
評
議
員
（
定
数
十
三
～
十
五

名
以
内
）
は
、
東
地
区
の
連
合
町
会
の

会
長
及
び
各
種
団
体
の
東
地
区
代
表
者

で
構
成
し
、
そ
の
任
期
は
四
年
で
あ
る
。 

 

再  
任  
（
連
合
町
会
長
） 

川 

上 
     

潤 

（
愛 

日
） 

 

濱 

口 
 

幸
太
郎 
（
久 

宝
） 

西 

口    

佳 

克 
（
汎 
愛
） 

大
喜
田   

一 

夫 

（
浪 
華
） 

 

森 

田    

芳 

充 

（
北
大
江
） 

加 

藤 
  

正 

二 

（
中
大
江
西
） 

三 

木 
  

啓 

二 

（
南
大
江
西
） 

日
ノ
下 

 

盛 

弘 

（
玉 

造
） 

（
団
体
代
表
者
） 

石 

井 
  

惠 

子 

（
女
性
団
体
） 

石 

中 
  

清 

香 

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
） 

兼 

重 
  

義 

浩 

（
青
少
年
指
導
員
） 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

 

新  

任  

（
連
合
町
会
長
） 

    

（
団
体
代
表
者
） 

         

五
十
嵐 

 
  

茂 

（
連
合
町
会
長
） 

再
任
辞
退  

石 

井 
  

好 

男 

（
老
人
ク
ラ
ブ
） 

「
年
齢
制
限
に
か
か
る
内
規
」
に
該
当 

應 

田 
  

俊 

子 

（
保
護
司
会
） 

再
任
辞
退 

 

 
 

理
事
会
が
業
務
執
行
の
決
定
権
限
を

有
し
、
理
事
の
職
務
の
執
行
を
監
督
す
る 

    

    

こ
と
か
ら
、
理
事
（
定
数
八
～
十
名
以

内
）
は
、
東
地
区
五
地
域
の
代
表
者
五

名
と
有
識
者
五
名
で
構
成
し
、
そ
の
任

期
は
二
年
で
あ
る
。 

 

再  

任  

（
地
域
代
表
者
） 

冨 

樫 
  

龍 

健 

（
集  

英
） 

 

梅 

本 
  

憲 

史 

（
中
大
江
）  

清 

水    

隆 

司 

（
玉  

造
） 

橋 

本 
  

英 

男 

（
愛  

日
） 

 

伊 

藤 
 

弘
一
郎 

（
南
大
江
） 

（
有 

識 

者
） 

 

赤 

銅 
  

久 

和 

（
学
校
教
育
） 

黒 

田 
     

光 

（   

〃 
 

） 

 

木 

口 
 

 

剛 

一
（
行  

政
） 

槇 

野   
 

 

勝 

（
元
行
政
） 

 

新  

任  

（
有 

識 

者
） 

      

退  

任  

（
有 

識 

者
） 

新 

谷 
  

忠 

子 

（
共
励
会
） 

再
任
辞
退 

              

藤 

溪    

英 

純 

（
保
護
司
会
） 

 

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
） 

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
） 

（
青
少
年
指
導
員
） 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 
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計 

十
四 

名 

計  

十 

名 

 

井 

谷    

正 

美 

（
愛
珠
幼
稚
園
園
長
） 

 

中 

野    

雅 

司 

（
中
大
江
東
） 

退  

任 

芦 

田    

順 

子 

（
老
人
ク
ラ
ブ
） 

（
評
議
員
会
会
議
風
景
） 

 
理 
事 

の 

選 

任 

替 

え 

 

評 

議 

員 

の 

選 

任 

替 

え 



 

 
  （２） 

  
監
事
（
定
数
三
名
以
内
）
は
、
そ
の

職
務
に
関
す
る
有
識
者
か
ら
選
任
し
、

そ
の
任
期
は
二
年
で
あ
る
。 

 

再  

任  

（
有 
識 

者
） 

木 

下 
 

修 

二    
野 
上  

俊 

二  

長 

谷  

隆 

雄  

   
  

理
事
等
の
選
任
替
え
を
行
っ
た
評
議

員
会
終
了
後
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

理
事
長
、
会
計
理
事
及
び
審
査
理
事
の

選
定
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
し

た
。 

  
 

理

事

長 
    

槇 

野  
    

勝 

会
計
理
事 

    

冨 

樫  
 

龍 

健 

審
査
理
事 

    

梅 

本  
 

憲 

史 

   

六
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
評
議
員 

 

  

会
に
お
い
て
、
平
成
三
十
年
度
事
業
報 

告
及
び
決
算
が
承
認
さ
れ
た
が
、
そ
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

◆ 

事 

業 

報 

告 

○ 

学
校
教
育
事
業
助
成 

四
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

・ 

幼
稚
園 

〈
八
件
〉 

一
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

・ 

小
学
校 

〈
七
件
〉 

二
、
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

 

・ 

中
学
校 

〈
四
件
〉 

 
 
 
 
 
 

一
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

○ 
社
会
教
育
事
業
助
成 

三
、
四
五
〇
、
〇
〇
〇
円 

・ 

社
会
教
育
〈
一
〇
件
〉 

二
、
九
五
〇
、
〇
〇
〇
円 

・ 

生
涯
学
習
〈
五
件
〉 

五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

○ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

五
、
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

・ 

地
域
文
化
〈
二
八
件
〉 

三
、
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

・ 

ま
ち
づ
く
り
〈
一
六
件
〉 

二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

 

◆ 

特
定
費
用
準
備
資
金
積
立
事
業 

日
本
近
代
教
育
制
度
の
創
始
と
さ
れ 

             

  

る
学
制
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に 

発
布
さ
れ
た
の
で
、
令
和
四
（
二
〇
二 

二
）
年
に
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
。
そ

こ
で
、
そ
の
前
後
の
期
間
（
令
和
元
～

五
年
）
に
周
年
記
念
特
別
事
業
を
行
う

中
央
区
所
在
の
公
立
の
幼
稚
園
、
小
学

校
及
び
中
学
校
の
助
成
需
要
に
応
ず
る

た
め
資
金
を
積
立
て
る
。 

◆ 

決 
 
 

算 

○ 

収 

入
（
経
常
収
益
計
） 

三
一
、
二
七
〇
、
三
五
九
円 

・ 

基
本
財
産
利
息 

三
一
、
二
七
〇
、
二
九
三
円 

・ 

受
取
利
息
収
益 

六
六
円 

○ 

支 

出
（
経
常
費
用
計
） 

二
八
、
七
四
六
、
五
四
七
円 

・ 

事
業
費
計 一

九
、
三
五
三
、
六
五
一
円 

（
支
払
助
成
金
） 

一
三
、
五
五
〇
、
〇
〇
〇
円 

（
そ
の
他
） 五

、
八
〇
三
、
六
五
一
円 

・ 

管
理
費
計 九

、
三
九
二
、
八
九
六
円 

                   

 

  

○ 

差 

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

二
、
五
二
三
、
八
一
二
円 

   

※ 
 

特
定
費
用
準
備
資
金
二
百
六
十
万 

円
を
設
定
し
た
の
で
、
収
支
相
償
は
、 

▲
七
六
、
一
八
八
円
と
な
り
適
合
す
る
。 

 

・ 

 

平
成
三
十
年
度
に
助
成
し
た
事
業
の 

具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

  

船
場
の
伝
統
を 

「
社
会
に
有
為
な
人
材
育
成
」 

 
  

開
平
小
学
校
で
は
、
平
成
六
年
当
時 

 
 
 

 

 

の
教
職
員
が
編
纂
し
た
『
わ
が
町
船
場
』 

を
活
用
し
て
、
地
域
学
習
の
視
点
を
採

り
入
れ
た
授
業
実
践
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
度
は
、
六
年
生
の
こ
れ

ま
で
の
「
地
域
学
習
」
を
発
展
さ
せ
、「
わ

が
町
船
場
ツ
ア
ー
・
船
場
っ
子
ガ
イ
ド
」

の
実
践
を
行
っ
た
。 

 
 

こ
の
取
組
に
よ
り
、
開
平
小
校
区
に 

  

は
、
ま
だ
ま
だ
魅
力
あ
る
歴
史
的
施 

                    

 

助 

成 

事 

業 

の 

紹 

介 

学
校
教
育
事
業
助
成  

平
成
三
十
年
度 

事
業
報
告
及
び
決
算 

監 

事 

の 

選 

任 

替 

え 

計  
三 
名 

 

再  

任 

理 

事 

長 

等 

の 

選 

定 



   
 

（３）  

設
や
誇
り
と
す
べ
き
文
化
が
あ
り
、
最

先
端
の
情
報
や
技
術
が
集
ま
る
地
域
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
学
習
を
継

続
・
発
展
さ
せ
て
い
け
る
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
た
。 

 
 
 
 
 

（
助
成
額
三
十
万
円
） 

       
 

           

  

  

  

「
南
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
」 

  
 

              
 

南
小
学
校
の
四
～
六
年
生
の
希
望
児 

 

童
が
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
を
練
習
し
、
『
め 

っ
ち
ゃ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ダ
ン
ス 

i n
 

 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
』
で
発
表
し
た
。 

ま
た
、
南
幼
・
小
・
中
校
種
毎
に
読 

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
『
お 

は
な
し
会
』
を
開
き
、
読
書
へ
の
関 

心
を
高
め
た
。 

 

 

（
助
成
額
十
万
円
） 

 

  

  

谷
町
キ
ッ
ズ 

「
二
〇
一
八
体
験
型
ス
ク
ー
ル
」 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
音
楽
文
化
芸
術
振
興
会 

で
は
、
中
央
区
在
住
の
小
・
中
学
生
を 

対
象
に
、
発
表
と
い
う
目
標
の
も
と
に 

楽
器
演
奏
の
練
習
を
重
ね
、
成
果
発
表 

の
演
奏
会
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、 

協
調
性
や
達
成
感
な
ど
を
実
感
さ
せ
る 

と
と
も
に
、
演
奏
や
音
楽
の
楽
し
さ
に 

加
え
、
努
力
の
大
切
さ
も
体
験
さ
せ
る 

こ
と
が
で
き
た
。（
助
成
額
十
五
万
円
） 

 

             

       

  

 

 

 

    

  

  

「
中
大
江
校
下
桜
ま
つ
り
茶
会
」 

 
 

        

中
大
江
校
下
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、 

中
大
江
公
園
で
満
開
に
咲
き
誇
る
桜
を 

楽
し
み
な
が
ら
、
能
や
和
太
鼓
も
鑑
賞 

で
き
る
「
桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
同 

時
に
茶
道
家
に
よ
る
野
点
の
お
点
前
披 

露
や
抹
茶
を
楽
し
む
「
お
茶
会
」
も
催 

し
た
。 

 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
伝
統
芸
能
に
親 

し
み
、
地
域
文
化
の
向
上
を
図
り
、
併 

せ
て
、
住
民
と
企
業
市
民
と
の
交
流
・ 

親
睦
を
図
っ
た
。 

（
助
成
額
十
五
万
円
） 

  

        

         

（
三
月
十
四
日
開
催
の
「
船
場
ツ
ア
ー
」
の
模
様
） 

生
涯
学
習
事
業
助
成  

地
域
文
化
事
業
助
成  

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成  



（「
懐
徳
堂
旧
阯
碑
」
日
本
生
命
本
社
ビ
ル
南
壁
面
） 

                             

  
      

大
阪
に
は
町
人
や
豪
商
が
文
化
の
担
い 

手
と
な
り
、
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
文
化
を
生 

み
育
ん
で
き
た
伝
統
が
あ
る
。 

江
戸
時
代
の
高
等
教
育
を
行
う
学
校
の 

ほ
と
ん
ど
は
、
幕
府
立
か
藩
立
、
今
で
い 

う
国
立
か
公
立
で
あ
る
が
、
大
坂
で
は
町 

人
た
ち
が
醵
金
し
あ
っ
て
学
校
を
つ
く
り
、

豪
商
が
支
援
す
る
。
す
な
わ
ち
私
塾
で
あ 

り
、
町
人
の
た
め
の
学
校
で
あ
っ
た
。
も 

っ
と
も
、
大
坂
は
幕
府
の
直
轄
地
で
あ
っ 

た
か
ら
、
藩
校
が
な
か
っ
た
の
は
当
然
と 

も
い
え
る
。 

 

大
坂
初
の
私
塾
は
「
含
翠
堂
」
で
あ
る
。

平
野
郷
の
指
導
層
で
あ
っ
た
末
吉
・
徳

成
・
成
安
・
土
橋
・
三
上
な
ど
の
七
家
が

享
保
二(

一
七
一
七)

年
に
、
現
在
の
大

阪
・
平
野
区
の
地
に
創
設
し
た
も
の
で
儒

学
を
主
に
、
国
学
・
算
術
・
医
業
な
ど
を

教
え
た
。
設
立
当
初
は
「
老
松
堂
」
と
称

し
た
。 
  

享
保
九(

一
七
二
四)

年
に
は
、
中
井
甃

庵
が
現
在
の
中
央
区
今
橋
に
「
懐
徳
堂
」

を
開
く
。
大
坂
町
人
の
子
弟
に
も
儒
教
的 

 

教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
に
、

中
井
竹
山
・
履
軒
ら
が
継
承
・
発
展
さ

せ
、
富
永
仲
基
や
山
片
蟠
桃
な
ど
を
輩

出
し
た
。 

 
 

     

懐
徳
堂
で
は
主
と
し
て
朱
子
学
を
教

え
た
。
朱
子
学
は
、
万
物
の
あ
ら
ゆ
る

こ
と
を
何
の
先
入
観
も
な
し
に
見
て
、

一
歩
一
歩
段
階
を
踏
ん
で
考
え
て
い
け

ば
わ
か
ら
な
い
も
の
は
な
い
と
す
る
合

理
的
な
考
え
方
を
す
る
。
し
た
が
っ
て
、 

懐
徳
堂
で
は
、
漢
学
を
学
ぶ
と
と
も
に
、 

天
文
学
・
地
理
学
・
歴
史
学
な
ど
も
同

時
に
学
ん
で
い
た
。 

 

幕
府
が
建
て
た
「
昌
平
黌
」
は
、
そ 

の
規
模
と
学
問
的
水
準
の
高
さ
に
お
い 

           
 

  

         

 

て
有
名
で
あ
る
が
、
幕
府
の
正
規
の
学
問

所
と
し
て
発
足
し
た
の
は
寛
政
二
（
一
七

九
〇
）
年
と
大
坂
よ
り
遅
れ
て
い
る
。
ま

た
、
昌
平
黌
で
も
朱
子
学
を
や
っ
て
い
た

が
、
純
粋
に
中
国
の
学
問
と
し
て
や
っ
て

お
り
、
自
然
科
学
系
の
学
問
は
何
も
や
ら

な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

学
ぶ
分
野
の
広
い
懐
徳
堂
は
、
多
く
の

人
材
を
輩
出
し
な
が
ら
、
明
治
二
（
一
八

六
九
）
年
ま
で
約
百
五
十
年
間
も
維
持
さ

れ
た
。
こ
の
持
続
力
に
町
の
人
々
の
『
文

化
を
担
う
意
思
』
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。「
生
涯
学
習
」
と
い
う
言
葉
は
欧
米

か
ら
入
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
そ 

の
ル
ー
ツ
は
大
坂
町
人
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

      

 

 

 

 

さ
ら
に
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年 

 

に
は
、
緒
方
洪
庵
が
現
在
の
中
央
区
北
浜

に
「
適
塾
」
を
開
設
し
た
。
蘭
学
の
メ
ッ

カ
で
あ
り
、
わ
ず
か
二
十
五
年
だ
っ
た
が
、

福
沢
諭
吉
や
大
村
益
次
郎
ら
近
代
日
本
を

背
負
っ
た
人
材
を
輩
出
し
た
。 

 
 

            

適
塾
の
門
人
は
、
約
六
百
人
で
全
国
に

及
ん
だ
が
、
地
元
大
坂
の
門
人
は
十
九
人

に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
適
塾
以
前
に
懐

徳
堂
が
存
在
し
、
最
先
端
の
蘭
学
に
も
取

り
組
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

（
槇 

野  

勝
・
記
）                       

 

   

                             

 
― 
懐
徳
堂
と
適
塾 

― 

大
阪
の
町
人
魂 

（４） 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 


